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( 1 )人工牌β 細胞システム:人工牌β 細胞は以下の 3 部門をもとに closed-Ioop system を構成し
た。
a ) Continuous Glucose Monitor : dual lumen catheter を用い末梢静脈より持続採血し， auto-
analyzerを利用した GOD-Perid 法にて血糖値を連続測定した。 b ) M icrocomputer : glucose 
monitor より得られた情報より，その時点での最適のインスリン注入率を計算する「インスリン注入
プログラム」と血糖測定に基づく時間遅れを補正するための「血糖値予測プログラム」を組み込んだ o
c ) Insulin Infusion Pump : microcomputer により計算されたインスリン注入率はポンプ駆動回路







IRI( t) = a ・ BG(t)+ b ・LlBG( t) 十 c 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一→1)
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(1), (2)式より，インスリン注入率( IIR) を求める :3)式を導いた。
IIR=Kp . BG( t) +Kd ・LlBG( t) 十Kc-一 一一一一一一 一一一一一一一一一 (3)
IRI: 血禁インスリン濃度， BG: 血糖値， LlBG: 血糖変化率， IIR: インスリン注入率，。:イ
ンスリン・スペース， D: インスリン分解率， F: 拡散恒数;
Kp=F ・ D ・ 0 ・ a :比例動作係数， Kd =(a+F ・ D ・ b) fJ :微分動作係数，
Kc=F ・ D ・ 0 ・ c :基礎インスリン分泌恒数
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(Gf: 血糖予測値， Go: 最新血糖測定値， m: 予測先個数， ω: あてはめの係数)
( 3 J 動物実験:上記人工騨 H 細胞システムを醇摘糖尿病犬に応用，下記の実験を行った。
( i )静脈内ブドウ糖パルス負荷 (0.5g/kg体重)
( ii) 静脈内ブドウ糖持続注入 (10mg/ 同体重/分， 60分間)
( iii) 経口ブドウ糖負荷( 2 9 / kg体重)
( iv) 糖尿病性ケトアシドーシスの治療




糖降下率90 ::i::10mg/dl /hr で低下し，低血糖の発見をみる事なく，その後の血糖値を 100'mg/ d1 程度に
維持し得た。また，ケトアシドーシスは本治療開始後約 3~4 時間で消失した。
〔総括〕









インスリン分泌動態を再現しえ，糖尿病状態の moment-to-moment basis の生理的血糖制御を可能
とした点，学位論文として価値あるものと考える。
? ?n可U
